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雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）
雲仙ふるさと景観百選受賞作品【田代原の休日／撮影場所：千々石町】

P2 令和７年度事業 ピックアップ
P9 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」
P19 議会のうごき

主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？
令和７年第２回雲仙市議会定例会の

会期日程（案）は
5月29日（木）～6月27日（金）です

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることも
　あります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運び
　ください。

編　集　後　記

委 員 長　大山 真一　　
副委員長　矢﨑 勝己
委　　員　上田 　篤、平野 利和
　　　　　坂本 弘樹、藤本 淳次郎

議会広報編集特別委員会

　去る１月中旬に、議会広報紙のコ
ンクール入選の先進地研修（詳細は
本紙内に掲載）を行いました。
　広報紙づくりの素人集団であるた
め、他の議会広報の手法を学び第三
者の視点での考え方を再確認したと
ころです。
　また、日本広報協会では本市の議
会だよりについてのクリニック診断
を行っていただき、自分たちでは気
付かない点を多く指摘され、大変参
考になるアドバイスをいただいたの
で、今後の紙面づくりに生かして多
くの市民に読んでもらえる広報紙に
していきたいと思います。

（大山 真一）

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

■一般質問
　　　6月9日（月）～12日（木）
■議案質疑
　　　6月16日（月）
■委員会
　　文教厚生常任委員会
　　　6月17日（火）
　　産業建設常任委員会
　　　6月17日（火）・18日（水）
　　総務常任委員会
　　　6月18日（水）

視察日 市議会名 委員会（会派） 視察内容

令和6年  4月17日 北海道
札幌市議会 公明党議員会（会派） 小浜温泉バイナリー発電所

令和6年  5月16日 栃木県
大田原市議会 建設産業常任委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

令和6年  8月  1日 岐阜県
高山市議会 新政たかやま（会派） 光り輝く雲仙力アップ事業

アドベンチャーツーリズム

令和6年11月  8日 鹿児島県
霧島市議会 観光振興議員連盟 観光振興や誘客の取り組み

令和6年10月24日 兵庫県
南あわじ市議会 創世クラブ・ゆずるはクラブ（会派）光り輝く雲仙力アップ事業（水産）

令和6年11月  ２日 茨城県
小美玉市議会 議会運営委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

令和6年12月19日 東京都
府中市議会 公明府中（会派） チョイソコうんぜん（デマンドタクシー）

令和7年  1月29日 長崎県
南島原市議会 議会運営委員会 議員定数・報酬改定

令和7年  2月  4日 新潟県
南魚沼市議会 歩む会（会派） 定住政策・婚活支援

令和7年  3月27日 愛知県
豊田市議会 豊田市議会市民フォーラム（会派）光り輝く雲仙力アップ事業

来
訪
来
訪 行政視察受入一覧（令和６年４月～令和７年３月）
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令和７年度事業 ピックアップ

令和7年度
一般会計当初予算 326億14万円
令和７年度事業 ピックアップ

予防接種事業 1億6,054万円
【事業目的】
　罹患すると重症化しやすい高齢者に対し、発病予防、症状の軽減を目的として、インフルエン
ザワクチン、新型コロナワクチン、肺炎球菌ワクチン、帯状疱疹ワクチンの接種を行う。

愛野地区排水対策事業【新規】 4,700万円
【事業目的】
　　愛野地区では新興住宅地の開発が進んでおり、地区内の排水流量の変化に伴い、既設の側溝など
の断面が不足し、周辺道路などで冠水被害が発生している。
　そのため、防災の観点から側溝などの整備を行い、
安全で安心な環境整備を図る。
　また、治水対策として氾濫が発生している河川の
整備検討や調整池の設置検討を行う。

【事業概要】
①市道愛野今木場線排水対策工事　L=140ｍ

　②愛野地区治水対策検討資料作成業務

定住促進対策事業 1億226万円
【事業目的】
　定住・移住に関する支援を行い、市内の方の定住および市外の方の移住を促進し、人口減少対策
および地域コミュニティーの維持・活性化を図る。

【事業概要】
　①定住促進奨励補助金【拡充】
　　・新築住宅取得補助金　・中古住宅購入補助金
　　・55歳以上も対象とする
　②移住促進空き家リフォーム補助金【拡充】
　　・空き家バンク登録物件以外も対象とする
　　・３親等以内の親族間の契約も対象とする
　③若者ＵＩターン家賃補助金
　④お試し住宅の運営
　⑤空き家等情報登録制度（空き家バンク）の運営
　⑥空き家バンク登録奨励金
　⑦空き家活用促進奨励補助金
　　・空き家物件調査補助金　・家財道具等片付け補助金
　　・空き家仲介手数料補助金
　⑧定住促進奨学資金償還補助金　
　⑨地域産業雇用創出チャレンジ支援事業移住支援金
　⑩高校生寮費等支援補助金　
　⑪子育て世帯向け空き家活用事業補助金
　⑫ながさき移住サポートセンターとの連携
　⑬移住希望者などに対する情報発信など
　⑭移住者紹介特典事業

　※詳細は地域づくり推進課へお尋ねください

【内容】雲仙暮らしの魅力を紹介した雲仙市民および紹介をきっかけ
に県外より本市に転入された移住希望者に対し、市の特産品
を贈呈する。

注目
!!

注目
!!

新
規

【事業概要】
①高齢者インフルエンザ予防接種および新型コロナ予防接種
　〔内　　容〕季節性インフルエンザおよび
　　　　　　 新型コロナウイルス感染症予防のため実施
　〔対 象 者〕接種日に65歳以上の方

 　　　　　　　特例として、接種日に60歳以上65歳未満の方で、
 　　　　　　　心・肺・腎機能・ヒト免疫不全の障がいにより、日常生活のほとんどが困難な方
　②高齢者肺炎球菌予防接種
　　〔内　　容〕高齢者の肺炎予防のために、原因菌として
　　　　　　　 最も多い肺炎球菌のワクチン接種を実施
　　〔対 象 者〕接種日に65歳の方
 　　　　　　　特例として、接種日に60歳以上65歳未満の方で、
 　　　　　　　心・肺・腎機能・ヒト免疫不全の障がいにより、日常生活のほとんどが困難な方
　③帯状疱疹予防接種（定期接種化）

【内容】帯状疱疹の予防および症状軽減のため実施
【対象者】
65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上（５年間の経過措置）
60歳から65歳未満のヒト免疫不全ウイルスによる免疫不全の機能障害を有する人

注目
!!

注目
!!
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地球温暖化対策事業 2,587万円
【事業目的】
　脱炭素社会の実現に向け、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとするために、地球温暖
化対策事業を推進する。

農業燃油価格対策支援事業【新規】 1,234万円
漁業燃油価格対策支援事業【新規】 1,970万円

【事業概要】
　　農・漁業用燃油価格が高騰し、施設園芸における
農業経営、漁業経営に多大な影響を与えていること
から、農・漁業者の負担を緩和するとともに、価格
高騰時に補填金を交付する仕組みへの加入を促進す
ることにより、経営の安定を図る。

【事業概要】
　①対象期間：令和６年10月１日～令和７年３月31日（農業）
　　　　　　　令和６年  4月１日～令和７年３月31日（漁業）
　②交付条件：施設園芸セーフティネット加入者および加入見込者
　　　　　　　漁業経営セーフティネット加入者
　③補助対象：施設園芸の加温用燃油として使用するA重油の購入代金
　　　　　　　漁業用として使用するA重油の購入代金
　④補助単価：対象燃油１ℓ当たり10円以内（補助限度額100万円以内）
　　　　　　　漁業は前期（４月～９月）、後期（10月～３月）それぞれ100万円以内

【事業概要】
　〔事業内容〕　①旧瑞穂ヘルシー会館（みずほすこやかランド内）の改修工事
　　　　　　　②遊具や施設に必要な備品の購入
　　　　　　　③施設の名称募集

子どもの遊び場整備事業 3億8,567万円
【事業目的】
　子育て環境を充実させ、本市への移住・定住を促進するため、既存施設を活用した全天候型の子
どもの遊び場の整備を図る。

【事業概要】
　①県立高等学校魅力向上支援事業補助金

　②地域おこし協力隊の活動

高校魅力向上事業 732万円
【事業目的】
　市内の高校が行う魅力向上にかかる取り組みを支援することにより、市内高校への進学者の増加
を図り、ひいては地域の活性化に結び付ける。

【事業概要】
①温泉熱を活用したバイオディーゼル燃料の製造および普及活動の推進
②市有施設におけるエネルギー使用量（二酸化炭素排出量）の把握
③市役所本庁舎への太陽光発電設備設置にかかる基本・実施設計業務
④太陽光発電設備および蓄電池購入補助金（100万円を上限）
　〔補助単価（個人設置型）〕
　太陽光設備：７万円/kW、
　蓄電池：蓄電池の税抜価格の１/３（15.5万円/kWh上限）
　〔補助単価（事業者設置型）〕
　太陽光設備：５万円/kW、
　蓄電池：蓄電池の税抜価格の１/３（19万円/kWh上限）

新
規

新
規

【内容】国見高等学校を拠点に、スポーツ教室の企画・運営、サッカー部
指導などの地域協力活動を通した高校の魅力発信に取り組む。

注目
!!

注目
!!

魅力ある高等学校づくりに
関する事業

補助の目的を達成するために
市長が必要と認める事業

オンライン学習支援事業

人材育成に関する事業
10/10 以内

補助対象事業 補助額

令和６年度　一般会計補正予算（第８号）の主な事業　　
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　　　　　　　漁業経営セーフティネット加入者
　③補助対象：施設園芸の加温用燃油として使用するA重油の購入代金
　　　　　　　漁業用として使用するA重油の購入代金
　④補助単価：対象燃油１ℓ当たり10円以内（補助限度額100万円以内）
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子どもの遊び場整備事業 3億8,567万円
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　子育て環境を充実させ、本市への移住・定住を促進するため、既存施設を活用した全天候型の子
どもの遊び場の整備を図る。

【事業概要】
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　②地域おこし協力隊の活動

高校魅力向上事業 732万円
【事業目的】
　市内の高校が行う魅力向上にかかる取り組みを支援することにより、市内高校への進学者の増加
を図り、ひいては地域の活性化に結び付ける。

【事業概要】
①温泉熱を活用したバイオディーゼル燃料の製造および普及活動の推進
②市有施設におけるエネルギー使用量（二酸化炭素排出量）の把握
③市役所本庁舎への太陽光発電設備設置にかかる基本・実施設計業務
④太陽光発電設備および蓄電池購入補助金（100万円を上限）
　〔補助単価（個人設置型）〕
　太陽光設備：７万円/kW、
　蓄電池：蓄電池の税抜価格の１/３（15.5万円/kWh上限）
　〔補助単価（事業者設置型）〕
　太陽光設備：５万円/kW、
　蓄電池：蓄電池の税抜価格の１/３（19万円/kWh上限）

新
規

新
規

【内容】国見高等学校を拠点に、スポーツ教室の企画・運営、サッカー部
指導などの地域協力活動を通した高校の魅力発信に取り組む。

注目
!!

注目
!!

魅力ある高等学校づくりに
関する事業

補助の目的を達成するために
市長が必要と認める事業

オンライン学習支援事業

人材育成に関する事業
10/10 以内

補助対象事業 補助額

令和６年度　一般会計補正予算（第８号）の主な事業　　
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議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第  1  号 雲仙市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第  2  号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第  3  号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について 原案可決

議案 第  4  号 令和６年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  5  号 令和６年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  6  号 令和６年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  7  号 雲仙市企業版ふるさと納税基金条例の制定について 原案可決

議案 第  8  号 雲仙市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定委員会設置条例
の制定について 原案可決

議案 第  9  号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
について 原案可決

議案 第 10 号 雲仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び雲仙市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 11 号 雲仙市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 12 号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 13 号 雲仙市水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 14 号 雲仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 15 号 雲仙市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 16 号 雲仙市公共下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 17 号 雲仙市都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 18 号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案 第 19 号 雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 20 号 雲仙市瑞穂ヘルシー会館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例に
ついて 原案可決

令和 7年第 1回雲仙市議会臨時会（R7.1.27開催） 議決結果

令和 7年第 1回雲仙市議会定例会 議決結果

令和７年度事業 ピックアップ

【事業概要】
　〔事業内容〕  市内の中小事業者などに対し、１事業者当たり５万円を支給
　〔申請要件〕  ①市内に事業所または営業所を有する法人または個人（社会福祉法人、病院等含む）
　　　　　　 　※農林漁業者などを除く
　　　　　　 ②令和７年４月１日に市内で事業を営んでおり、それ以降も事業を継続する法人また
　　　　　　 　は個人
　　　　　　 ③申請日までに雲仙市税（国保税を含む）に滞納がない者等
　〔申請締切〕令和８年１月30日まで

燃油高騰等対策事業継続支援事業【新規】6,838万円
【事業目的】
　燃油高騰や最低賃金の上昇などの影響による経費の増加に伴い、厳しい経営環境にある中小事業
者などに支援金を支給し、事業継続を支援する。

【事業概要】
　〔事業内容〕市内全世帯へ市民１人当たり2,000円の商品券を配布
　〔対 象 者〕令和７年４月１日現在、住民基本台帳に登録されている市民
　〔配布時期〕令和７年７月中を予定
　〔使用期限〕令和７年12月31日まで
　〔換金期限〕令和８年１月30日まで（登録店舗の換金請求期限）

物価高騰対策消費喚起事業【新規】 9,385万円
【事業目的】
　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響により厳しい生活環境にある市民の負担の軽減と、
小売業者・飲食業者などの支援のため、商品券の配布による消費喚起を図る。
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議案 第  1  号 雲仙市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第  2  号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第  3  号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について 原案可決

議案 第  4  号 令和６年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  5  号 令和６年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  6  号 令和６年度雲仙市下水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第  7  号 雲仙市企業版ふるさと納税基金条例の制定について 原案可決

議案 第  8  号 雲仙市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定委員会設置条例
の制定について 原案可決

議案 第  9  号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
について 原案可決

議案 第 10 号 雲仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び雲仙市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 11 号 雲仙市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 12 号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 13 号 雲仙市水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 14 号 雲仙市水道事業給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 15 号 雲仙市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 16 号 雲仙市公共下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 17 号 雲仙市都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 18 号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案 第 19 号 雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第 20 号 雲仙市瑞穂ヘルシー会館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例に
ついて 原案可決
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令和 7年第 1回雲仙市議会定例会 議決結果
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【事業概要】
　〔事業内容〕  市内の中小事業者などに対し、１事業者当たり５万円を支給
　〔申請要件〕  ①市内に事業所または営業所を有する法人または個人（社会福祉法人、病院等含む）
　　　　　　 　※農林漁業者などを除く
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　　　　　　 ③申請日までに雲仙市税（国保税を含む）に滞納がない者等
　〔申請締切〕令和８年１月30日まで

燃油高騰等対策事業継続支援事業【新規】6,838万円
【事業目的】
　燃油高騰や最低賃金の上昇などの影響による経費の増加に伴い、厳しい経営環境にある中小事業
者などに支援金を支給し、事業継続を支援する。

【事業概要】
　〔事業内容〕市内全世帯へ市民１人当たり2,000円の商品券を配布
　〔対 象 者〕令和７年４月１日現在、住民基本台帳に登録されている市民
　〔配布時期〕令和７年７月中を予定
　〔使用期限〕令和７年12月31日まで
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物価高騰対策消費喚起事業【新規】 9,385万円
【事業目的】
　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響により厳しい生活環境にある市民の負担の軽減と、
小売業者・飲食業者などの支援のため、商品券の配布による消費喚起を図る。
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議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 23 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

議案 第 24 号 令和６年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案について 原案可決

議案 第 21 号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案 第 22 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について 原案可決

議案 第 25 号 令和６年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 26 号 令和６年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 27 号 令和７年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

議案 第 28 号 令和７年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案 第 29 号 令和７年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案 第 30 号 令和７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 31 号 令和７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 32 号 令和７年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 33 号 令和７年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 34 号 令和７年度雲仙市下水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 35 号 加例川・井手ノ上辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決

議案 第 36 号 字の区域の変更について 原案可決

発議 第  1  号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う議会関係条例の整理等に関する
条例について 原案可決

地
域
づ
く
り
推
進
課
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総
　務

小
畑
　
吉
時

元
村
　
康
一

上
田
　
　
篤

酒
井
　
恭
二

山
本
　
松
一

平
野
　
利
和

渡
辺
　
勝
美

委
員
長

副
委
員
長

委員会

市
民
安
全
課

消
防
出
初
式

問
消
防
出
初
式
の
式
典
会
場
の

開
催
場
所
を
屋
内
へ
変
更
す

る
検
討
は
し
て
い
な
い
の

か
。

令
和
７
年
の
消
防
出
初
式
後

に
消
防
団
正
副
支
団
長
会
議

が
あ
り
、
そ
の
中
で
来
年
の

式
典
会
場
に
つ
い
て
は
屋
内

で
実
施
し
た
い
旨
の
意
見
が

７
支
団
か
ら
出
て
い
る
。
正

式
な
決
定
で
は
な
い
が
、
令

和
８
年
の
消
防
出
初
式
の
式

典
は
屋
内
で
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
。

答

政
策
企
画
課

公
共
交
通
対
策
事
業

問
公
共
交
通
対
策
事
業
に
関
す

る
島
原
鉄
道
の
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
、現
時
点
で
は
、

ま
だ
県
の
方
針
は
定
ま
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
今

後
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

今
後
開
催
予
定
の
島
原
鉄
道

活
性
化
検
討
部
会
で
方
向
性

が
示
さ
れ
る
が
、
長
崎
県
議

会
で
「
路
線
バ
ス
へ
の
転
換

は
厳
し
い
」、「
上
下
分
離
方

式
は
自
治
体
の
負
担
が
大
き

い
」
と
の
説
明
が
あ
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
報
告

が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

答

結
婚
応
援
事
業

問
「
出
会
い
か
ら
出
産
ま
で
の

切
れ
目
な
い
支
援
」
と
あ
る

が
、
ま
ず
出
会
い
が
な
い
と

何
も
始
ま
ら
な
い
。
結
婚
支

援
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
支
援
に

も
っ
と
力
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

行
政
が
主
催
す
る
「
婚
活
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
は
参
加
者
が
少
な
い

と
い
う
状
況
が
あ
る
。
今
後

は
、「
婚
活
」
を
前
面
に
出

す
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
男
女

が
交
流
の
場
で
出
会
い
、
知

り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
島
原
半
島
３

市
合
同
で
企
画
し
開
催
し
て

い
き
た
い
。

答

政
策
企
画
課

高
校
魅
力
向
上
事
業

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

が
新
規
事
業
と
し
て
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

事
業
内
容
と
な
る
の
か
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
指

導
経
験
者
や
現
役
サ
ッ
カ
ー

選
手
な
ど
に
国
見
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
地

域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
企

画
や
国
見
高
等
学
校
の
広
報

活
動
な
ど
も
総
合
的
に
担
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

答
賛　　否　　表
議席番号

※本会議において否決および賛否
　が分かれた議案について掲載し
　ています。

○賛成　　●反対　　▲欠席　　※議長（小畑吉時）は、採決に加わらない。

1
藤
本 

淳
次
郎

○

2
山
本 

　
松
一

○

3
大
山 

　
真
一

○

4
矢
﨑 

　
勝
己

●

5
前
田
　
　 

哲

▲

6
渡
辺 

　
勝
美

○

7
佐
藤 

　
義
隆

○

8
林
田 

　
哲
幸

○

9
坂
本
　 

弘
樹

○

10
酒
井 

　
恭
二

○

11
平
野 

　
利
和

○

12
深
堀
　 

善
彰

○

13
上
田 

　
　
篤

●

14
松
尾 

　
文
昭

○

15
大
久
保 

正
美

○

16
元
村 

　
康
一

○

17
小
田 

　
孝
明

○

18
町
田 

　
康
則

○雲仙市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例

結
　
　
　
果

表
　
決
　
数

可決 15:2

○ ○ ○ ● ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○令和７年度雲仙市国民健康保険特別
会計予算案 可決 15:2

議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

議案 第 23 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第８号）案について 原案可決

議案 第 24 号 令和６年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）案について 原案可決

議案 第 21 号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案 第 22 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第７号）案について 原案可決

議案 第 25 号 令和６年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 26 号 令和６年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 27 号 令和７年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

議案 第 28 号 令和７年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案 第 29 号 令和７年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案 第 30 号 令和７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 31 号 令和７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 32 号 令和７年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計予算案について 原案可決

議案 第 33 号 令和７年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 34 号 令和７年度雲仙市下水道事業会計予算案について 原案可決

議案 第 35 号 加例川・井手ノ上辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決

議案 第 36 号 字の区域の変更について 原案可決

発議 第  1  号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う議会関係条例の整理等に関する
条例について 原案可決

地
域
づ
く
り
推
進
課
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総
合
窓
口
課

国
民
健
康
保
険
税

問
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
も

っ
と
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
保
健
事
業
に
熱
心
に

取
り
組
む
こ
と
や
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
、
重

複
多
剤
服
薬
者
へ
の
指
導
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が

ら
、
医
療
費
を
削
減
し
て
い

き
た
い
。

答

子
ど
も
支
援
課

民
間
教
育
・
保
育
施
設
給
付

問
各
園
へ
の
給
付
費
の
計
算
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

園
児
１
人
当
た
り
の
単
価
を

国
が
決
め
て
お
り
、
園
の
利

用
定
員
や
子
ど
も
の
年
齢
に

よ
っ
て
単
価
が
異
な
る
。
国

の
公
定
価
格
の
改
定
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
新
単
価
で
計
算
を

行
い
、
差
額
分
を
算
出
し
給

付
す
る
予
定
で
あ
る
。

答

常任委員会報告

文
教
厚
生

小
田
　孝
明

松
尾
　文
昭

深
堀
　善
彰

林
田
　哲
幸

藤
本
淳
次
郎

坂
本
　弘
樹

委
員
長

副
委
員
長

委員会

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

問

浄
化
槽
維
持
管
理
費
助
成
金

は
い
く
ら
な
の
か
。

浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て
は
、

一
律
１
万
２
千
円
の
助
成
で

あ
る
。
長
崎
県
浄
化
槽
協
会

が
行
う
定
期
検
査
に
つ
い
て

は
、
５
人
槽
か
ら
10
人
槽
が

５
千
円
、
11
人
槽
か
ら
20
人

槽
が
６
千
円
、
21
人
槽
以
上

が
７
千
円
の
助
成
で
あ
る
。

浄
化
槽
清
掃
の
助
成
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

清
掃
に
要
し
た
費
用
か
ら
助

成
金
を
控
除
し
た
額
を
清
掃

業
者
に
支
払
い
、
清
掃
業
者

が
助
成
金
分
を
市
に
請
求
す

る
こ
と
と
な
る
。

答問答

環
境
政
策
課

助
成
金
の
制
度
を
市
民
に
も

っ
と
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

市
か
ら
も
市
民
に
周
知
し
、

事
業
所
か
ら
も
周
知
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

い
く
。

答

農
林
課

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止

対
策
事
業

問問

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
防
護
柵
の

長
さ
は
ど
の
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
約
50

km
、
電
気
柵
約
６
km
を
予
定

し
て
い
る
。
毎
年
要
望
件
数

が
増
え
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
国
の
補
助
を
活
用
し

て
防
護
対
策
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

防
護
柵
も
大
事
で
あ
る
が
、

捕
獲
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

猟
友
会
の
若
手
の
後
継
者
が

増
え
る
よ
う
独
自
の
研
修
会

や
対
策
に
つ
い
て
、
猟
友
会

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

答答

監
理
課

立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業

問

人
口
減
少
が
進
む
時
代
に
ど

の
よ
う
な
計
画
を
策
定
す
る

の
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
今

後
の
人
口
減
少
、
高
齢
者
の

増
加
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
を
維

持
で
き
る
よ
う
効
率
の
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
エ
リ
ア
を
指
定
し
住
宅

な
ど
を
誘
導
す
る
よ
う
な
補

助
制
度
も
活
用
で
き
る
。

答

産
業
建
設

町
田
　康
則

大
久
保
正
美

佐
藤
　義
隆

矢
﨑
　勝
己

前
田
　
　哲

大
山
　真
一

委
員
長

副
委
員
長

委員会

商
工
労
政
課

燃
油
高
騰
等
対
策

事
業
継
続
支
援
事
業        

問
支
援
内
容
と
支
給
方
法
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
内
事
業
者

に
対
し
従
業
員
数
に
応
じ
て

３
万
円
か
ら
５
万
円
の
支
援

金
を
支
給
し
て
い
た
が
、
今

回
は
従
業
員
数
や
個
人
・
法

人
関
係
な
く
一
律
５
万
円
を

支
給
す
る
よ
う
変
更
し
、
令

和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年

１
月
末
ま
で
商
工
労
政
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
で
申
請
を

受
け
付
け
て
支
給
す
る
。

答

観
光
物
産
課

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

問
具
体
的
な
事
業
内
容
は
何
か
。

県
が
採
択
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て

は
、
雲
仙
観
光
局
が
申
請
を

予
定
し
て
い
る
。
内
容
は
、

千
々
石
地
区
か
ら
南
串
山
地

区
の
観
光
商
品
と
、
瑞
穂
地

区
か
ら
愛
野
地
区
の
観
光
商

品
の
開
発
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
方
な
ど
と
、
ま

ち
歩
き
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
商
品

の
開
発
に
向
け
意
見
を
出
し

合
い
、
雲
仙
観
光
局
が
取
り

ま
と
め
を
行
う
。

答

現地視察（小浜小学校校舎外壁等改修工事）現地視察（市道加例川線改良事業：南串山町）

意
見
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総
合
窓
口
課

国
民
健
康
保
険
税

問
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
も

っ
と
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
保
健
事
業
に
熱
心
に

取
り
組
む
こ
と
や
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
、
重

複
多
剤
服
薬
者
へ
の
指
導
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が

ら
、
医
療
費
を
削
減
し
て
い

き
た
い
。

答

子
ど
も
支
援
課

民
間
教
育
・
保
育
施
設
給
付

問
各
園
へ
の
給
付
費
の
計
算
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

園
児
１
人
当
た
り
の
単
価
を

国
が
決
め
て
お
り
、
園
の
利

用
定
員
や
子
ど
も
の
年
齢
に

よ
っ
て
単
価
が
異
な
る
。
国

の
公
定
価
格
の
改
定
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
新
単
価
で
計
算
を

行
い
、
差
額
分
を
算
出
し
給

付
す
る
予
定
で
あ
る
。

答

常任委員会報告

文
教
厚
生

小
田
　孝
明

松
尾
　文
昭

深
堀
　善
彰

林
田
　哲
幸

藤
本
淳
次
郎

坂
本
　弘
樹

委
員
長

副
委
員
長

委員会

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

問

浄
化
槽
維
持
管
理
費
助
成
金

は
い
く
ら
な
の
か
。

浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て
は
、

一
律
１
万
２
千
円
の
助
成
で

あ
る
。
長
崎
県
浄
化
槽
協
会

が
行
う
定
期
検
査
に
つ
い
て

は
、
５
人
槽
か
ら
10
人
槽
が

５
千
円
、
11
人
槽
か
ら
20
人

槽
が
６
千
円
、
21
人
槽
以
上

が
７
千
円
の
助
成
で
あ
る
。

浄
化
槽
清
掃
の
助
成
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

清
掃
に
要
し
た
費
用
か
ら
助

成
金
を
控
除
し
た
額
を
清
掃

業
者
に
支
払
い
、
清
掃
業
者

が
助
成
金
分
を
市
に
請
求
す

る
こ
と
と
な
る
。

答問答

環
境
政
策
課

助
成
金
の
制
度
を
市
民
に
も

っ
と
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

市
か
ら
も
市
民
に
周
知
し
、

事
業
所
か
ら
も
周
知
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

い
く
。

答

農
林
課

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止

対
策
事
業

問問

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
防
護
柵
の

長
さ
は
ど
の
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
約
50

km
、
電
気
柵
約
６
km
を
予
定

し
て
い
る
。
毎
年
要
望
件
数

が
増
え
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
国
の
補
助
を
活
用
し

て
防
護
対
策
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

防
護
柵
も
大
事
で
あ
る
が
、

捕
獲
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

猟
友
会
の
若
手
の
後
継
者
が

増
え
る
よ
う
独
自
の
研
修
会

や
対
策
に
つ
い
て
、
猟
友
会

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

答答

監
理
課

立
地
適
正
化
計
画
策
定
事
業

問

人
口
減
少
が
進
む
時
代
に
ど

の
よ
う
な
計
画
を
策
定
す
る

の
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
今

後
の
人
口
減
少
、
高
齢
者
の

増
加
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
を
維

持
で
き
る
よ
う
効
率
の
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
エ
リ
ア
を
指
定
し
住
宅

な
ど
を
誘
導
す
る
よ
う
な
補

助
制
度
も
活
用
で
き
る
。

答

産
業
建
設

町
田
　康
則

大
久
保
正
美

佐
藤
　義
隆

矢
﨑
　勝
己

前
田
　
　哲

大
山
　真
一

委
員
長

副
委
員
長

委員会

商
工
労
政
課

燃
油
高
騰
等
対
策

事
業
継
続
支
援
事
業        

問
支
援
内
容
と
支
給
方
法
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
内
事
業
者

に
対
し
従
業
員
数
に
応
じ
て

３
万
円
か
ら
５
万
円
の
支
援

金
を
支
給
し
て
い
た
が
、
今

回
は
従
業
員
数
や
個
人
・
法

人
関
係
な
く
一
律
５
万
円
を

支
給
す
る
よ
う
変
更
し
、
令

和
７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年

１
月
末
ま
で
商
工
労
政
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
で
申
請
を

受
け
付
け
て
支
給
す
る
。

答

観
光
物
産
課

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

問
具
体
的
な
事
業
内
容
は
何
か
。

県
が
採
択
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て

は
、
雲
仙
観
光
局
が
申
請
を

予
定
し
て
い
る
。
内
容
は
、

千
々
石
地
区
か
ら
南
串
山
地

区
の
観
光
商
品
と
、
瑞
穂
地

区
か
ら
愛
野
地
区
の
観
光
商

品
の
開
発
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
方
な
ど
と
、
ま

ち
歩
き
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
商
品

の
開
発
に
向
け
意
見
を
出
し

合
い
、
雲
仙
観
光
局
が
取
り

ま
と
め
を
行
う
。

答

現地視察（小浜小学校校舎外壁等改修工事）現地視察（市道加例川線改良事業：南串山町）

意
見



埼玉県横瀬町

委員会行政調査報告

議会広報編集特別委員会 令和７年１月９日～11日 研修
研
修

議会だよりの編集 ・発行に関する調査

　
横
瀬
町
議
会
で
は
、
従
来
の
「
よ
こ
ぜ
議

会
だ
よ
り
」
か
ら
「
よ
こ
ぜ
議
会
ナ
ビ
」
と

名
称
を
変
更
し
、
デ
ザ
イ
ン
変
更
な
ど
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
。
議
会
で
の
討
論
や
質

疑
な
ど
の
審
議
経
過
を
お
知
ら
せ
し
、
記
事

関
連
の
動
画
も
掲
載
す
る
な
ど
、
委
員
が
撮

影
編
集
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
一
般
質
問
の
関
連

写
真
を
積
極
的
に
掲
載
す
る
こ
と
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
事
を

多
く
掲
載
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
多
く
の
住
民
に

読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、

写
真
、
関
連
動
画
の
充
実
を
図
り
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
御
代
田
町
議
会
で
は
、
委
員
は
副
議
長
、

常
任
委
員
長
を
含
め
２
つ
の
委
員
会
か
ら
４

人
ず
つ
に
な
る
よ
う
立
候
補
お
よ
び
議
長
指

名
に
よ
り
８
人
で
構
成
し
て
い
る
。

　
町
民
の
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
協
議
し
て
、
表
紙
に
は
子
ど
も
主
体
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
み
ん
な
の
声

と
し
て
町
民
の
写
真
と
声
を
載
せ
て
家
族
、

親
戚
、
知
り
合
い
な
ど
に
ま
ず
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

　
議
案
の
質
疑
内
容
が
町
民
に
分
か
り
や
す

く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
過
去
の
質
問
が
ど

の
よ
う
に
町
政
に
反
映
さ
れ
た
か
を
特
集
記

事
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
大
変
参
考
と

な
っ
た
。

長野県御代田町

埼玉県横瀬町

埼玉県横瀬町地方議会広報セミナーの受講（日本広報協会）

　
議
会
広
報
の
考
え
方
と
し
て
、「
誰
の
た

め
の
広
報
か
」
と
は
、住
民
の
た
め
で
あ
り
、

届
か
な
い
広
報
は
税
金
と
時
間
の
無
駄
遣
い

と
な
る
の
で
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
う

仕
掛
け
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
地
域
が
舞

台
で
人
が
主
役
の
観
点
か
ら
住
民
主
役
の
記

事
を
掲
載
す
る
。

　
議
案
審
議
の
ペ
ー
ジ
は
、
報
告
書
に
な
ら

な
い
よ
う
住
民
の
関
心
が
高
い
案
件
を
優
先

す
る
。
ま
た
、読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
、

行
間
、
線
の
太
さ
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
活

用
、
視
線
誘
導
の
コ
ツ
な
ど
の
多
く
の
技
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
、
講

師
の
診
断
に
よ
り
、
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

東京都新宿区

1213 雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）

市政を問う市政を問う 11人の議員が一般質問11人の議員が一般質問

山本　松一……Ｐ14

平野　利和……Ｐ16

矢﨑　勝己……Ｐ18

やまもと　 まついち

ひら の　　としかず

 や ざき　 かつ み

元村　康一……Ｐ13

上田　　篤……Ｐ15

林田　哲幸……Ｐ17

もとむら　 やすかず

うえ だ　 　 あつし

はやしだ　 てつゆき

まち だ　 やすのり

ふかほり　　よしあき

 お  だ　 こうめい

町田　康則……Ｐ14

深堀　善彰……Ｐ16

小田　孝明……Ｐ18

さかもと　　ひろ き

まつ お　 ふみあき
坂本　弘樹……Ｐ15

松尾　文昭……Ｐ17

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
昨
年
12
月
26
日
付
で
４

人
の
職
員
が
懲
戒
処
分
さ
れ
た
。

合
併
か
ら
79
件
、
こ
こ
３
年
間
は

毎
年
不
祥
事
が
起
き
て
い
る
。

　
市
は
、
人
口
減
少
問
題
や
少
子

高
齢
化
対
策
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
生
じ
る
財
政
運
営
の
安
定
化

等
々
の
課
題
を
抱
え
、
市
政
発
展

の
た
め
市
長
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
す
べ
き
状
況
の
中
、

市
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
、
真
面

目
に
頑
張
っ
て
い
る
職
員
に
と
っ

て
は
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
。
市
長

は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
今
回
の
不
祥
事
の
内
容

は
公
文
書
の
毀
棄
や
虚
偽
の
報
告
、

事
務
処
理
遅
延
な
ど
の
事
案
で
あ

る
。
法
令
遵
守
や
倫
理
観
に
対
す

る
危
機
的
状
況
と
捉
え
、
緊
急
に

全
職
員
に
訓
示
を
行
っ
た
。
市
全

体
と
し
て
反
省
し
、
厳
正
な
服
務

規
律
の
確
保
お
よ
び
徹
底
し
た
綱

紀
粛
正
に
よ
り
再
発
防
止
と
信
頼

回
復
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
職
員
の
研
修
・
教
育
は

も
と
よ
り
、
特
に
管
理
職
の
研
修

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
市
条
例

に
職
員
を
管
理
監
督
す
る
立
場
に

あ
る
者
は
、
そ
の
職
務
の
重
要
性

を
自
覚
し
、
職
員
の
公
正
な
職
務

の
遂
行
お
よ
び
倫
理
の
保
持
に
努

め
、
そ
の
行
動
を
適
切
に
指
導
監

督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
管
理
職
は
組
織
の

運
営
や
職
員
の
管
理
指
導
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

そ
の
資
質
向
上
は
市
全
体
の
業
務

の
質
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
育
成
や
組
織
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
管
理
職
研
修
の
充
実

を
図
る
。

他
の
質
問

・
挨
拶
の
励
行

職員不祥事と再発防止
議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

元村  康一 議員
（会派：市民の会）

もと  むら　  やす かず

職
員
の
意
識
改
革
は

市
長

総
務
部
長

き
　 

き
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っ
た
。

長野県御代田町

埼玉県横瀬町

埼玉県横瀬町地方議会広報セミナーの受講（日本広報協会）

　
議
会
広
報
の
考
え
方
と
し
て
、「
誰
の
た

め
の
広
報
か
」
と
は
、住
民
の
た
め
で
あ
り
、

届
か
な
い
広
報
は
税
金
と
時
間
の
無
駄
遣
い

と
な
る
の
で
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
う

仕
掛
け
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
地
域
が
舞

台
で
人
が
主
役
の
観
点
か
ら
住
民
主
役
の
記

事
を
掲
載
す
る
。

　
議
案
審
議
の
ペ
ー
ジ
は
、
報
告
書
に
な
ら

な
い
よ
う
住
民
の
関
心
が
高
い
案
件
を
優
先

す
る
。
ま
た
、読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
、

行
間
、
線
の
太
さ
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
活

用
、
視
線
誘
導
の
コ
ツ
な
ど
の
多
く
の
技
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
、
講

師
の
診
断
に
よ
り
、
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

東京都新宿区
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市政を問う市政を問う 11人の議員が一般質問11人の議員が一般質問

山本　松一……Ｐ14

平野　利和……Ｐ16

矢﨑　勝己……Ｐ18

やまもと　 まついち

ひら の　　としかず

 や ざき　 かつ み

元村　康一……Ｐ13

上田　　篤……Ｐ15

林田　哲幸……Ｐ17

もとむら　 やすかず

うえ だ　 　 あつし

はやしだ　 てつゆき

まち だ　 やすのり

ふかほり　　よしあき

 お  だ　 こうめい

町田　康則……Ｐ14

深堀　善彰……Ｐ16

小田　孝明……Ｐ18

さかもと　　ひろ き

まつ お　 ふみあき
坂本　弘樹……Ｐ15

松尾　文昭……Ｐ17

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。
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昨
年
12
月
26
日
付
で
４

人
の
職
員
が
懲
戒
処
分
さ
れ
た
。

合
併
か
ら
79
件
、
こ
こ
３
年
間
は

毎
年
不
祥
事
が
起
き
て
い
る
。

　
市
は
、
人
口
減
少
問
題
や
少
子

高
齢
化
対
策
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
生
じ
る
財
政
運
営
の
安
定
化

等
々
の
課
題
を
抱
え
、
市
政
発
展

の
た
め
市
長
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
す
べ
き
状
況
の
中
、

市
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
、
真
面

目
に
頑
張
っ
て
い
る
職
員
に
と
っ

て
は
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
。
市
長

は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
今
回
の
不
祥
事
の
内
容

は
公
文
書
の
毀
棄
や
虚
偽
の
報
告
、

事
務
処
理
遅
延
な
ど
の
事
案
で
あ

る
。
法
令
遵
守
や
倫
理
観
に
対
す

る
危
機
的
状
況
と
捉
え
、
緊
急
に

全
職
員
に
訓
示
を
行
っ
た
。
市
全

体
と
し
て
反
省
し
、
厳
正
な
服
務

規
律
の
確
保
お
よ
び
徹
底
し
た
綱

紀
粛
正
に
よ
り
再
発
防
止
と
信
頼

回
復
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
職
員
の
研
修
・
教
育
は

も
と
よ
り
、
特
に
管
理
職
の
研
修

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
市
条
例

に
職
員
を
管
理
監
督
す
る
立
場
に

あ
る
者
は
、
そ
の
職
務
の
重
要
性

を
自
覚
し
、
職
員
の
公
正
な
職
務

の
遂
行
お
よ
び
倫
理
の
保
持
に
努

め
、
そ
の
行
動
を
適
切
に
指
導
監

督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
管
理
職
は
組
織
の

運
営
や
職
員
の
管
理
指
導
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

そ
の
資
質
向
上
は
市
全
体
の
業
務

の
質
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
育
成
や
組
織
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
管
理
職
研
修
の
充
実

を
図
る
。

他
の
質
問

・
挨
拶
の
励
行

職員不祥事と再発防止
議
員

議
員

一
般
質
問
動
画

元村  康一 議員
（会派：市民の会）

もと  むら　  やす かず

職
員
の
意
識
改
革
は

市
長

総
務
部
長

き
　 

き
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
介
護
保
険
は
、
高
齢
者

に
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
制
度
で
、
２
０
０
０
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
状
況
は
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
だ
。
保
険
料
が

上
が
り
、
低
年
金
・
貧
困
の
高
齢

者
も
増
え
る
中
、
滞
納
も
増
え
高

齢
者
の
く
ら
し
を
脅
か
し
て
い

る
。
介
護
利
用
に
も
大
き
な
壁
が

あ
る
。第
１
が
要
介
護
認
定
の
壁
。

第
２
が
基
盤
不
足
の
壁
。
第
３
が

利
用
者
負
担
の
壁
。
第
４
が
保
険

料
負
担
の
壁
。
認
定
さ
れ
て
も
施

設
が
な
か
っ
た
り
、
利
用
料
を
負

担
で
き
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
受

け
ら
れ
ず
、
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
利
用
を
制
限
さ
れ
た
り
す
る
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
に
と
っ
て
間

違
い
だ
ら
け
の
制
度
で
は
な
い
の

か
。

　
次
に
訪
問
介
護
の
問
題
に
つ
い

て
だ
が
、
昨
年
訪
問
介
護
の
基
本

報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
急
激

な
物
価
高
騰
な
ど
経
営
が
苦
し
い

上
で
の
引
き
下
げ
で
、
全
国
で
訪

問
介
護
事
業
所
の
倒
産
が
加
速
し
、

昨
年
12
月
末
現
在
で
事
業
所
ゼ
ロ

の
自
治
体
が
１
０
７
町
村
、
残
り

一
つ
の
自
治
体
が
２
７
２
市
町
村

と
な
っ
た
。
本
市
で
は
経
営
が
苦

し
く
倒
産
す
る
心
配
の
あ
る
事
業

所
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
に
お
い

て
は
、
滞
納
が
あ
っ
て
も
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

本
市
も
高
齢
化
率
が
年
々
上
昇
し

て
お
り
、
要
介
護
者
の
増
加
も
予

想
さ
れ
る
。
介
護
予
防
事
業
を
強

化
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
　
　
　
事
業
所
の
維
持
と
職
員

の
人
手
不
足
克
服
に
は
、
国
庫
負

担
割
合
の
大
幅
増
以
外
に
解
決
策

は
な
い
。
本
市
も
地
方
の
声
を
連

携
し
て
、
国
に
届
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
働
き
か
け
を
強
く
求
め
る
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介護保険の問題と課題
議
員

議
員

子育て支援の充実
　
　
　
　
小
児
科
専
門
医
の
設
置

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
合
併
以
前

か
ら
要
望
が
あ
り
、
大
学
病
院
を

通
じ
て
医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、開
設
に
至
っ
て
い
な
い
。

現
在
、
長
崎
大
学
病
院
か
ら
島
原

病
院
に
２
名
の
小
児
科
医
を
派
遣

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
県
央

地
区
で
は
諫
早
総
合
病
院
内
に
、

こ
ど
も
準
夜
診
療
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
、
午
後
８
時
か
ら
11
時
ま

で
小
児
の
初
期
診
療
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
産
後
ケ
ア
を
受
け
る
際

の
申
請
を
簡
素
化
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
産
後
ケ
ア
事

業
は
、
平
成
27
年
度
に
県
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。
平
成

29
年
度
よ
り
国
の
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
市
町
村
の
区

域
を
超
え
た
広
域
的
調
整
を
県
が

担
う
た
め
、
県
に
お
い
て
県
内
全

域
で
産
後
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
予
約
ア
プ
リ
の
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
県
や
他
市
町
と
連
携
し
、
利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
手
続
き
の

見
直
し
と
研
究
を
行
う
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
に
必
要
な

の
が
、
祖
父
母
の
手
助
け
で
あ
る
。

定
年
延
長
で
就
業
年
齢
も
伸
び
て
お

り
、
ま
ず
は
行
政
か
ら
「
孫
育
て

休
暇
」
の
導
入
を
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
他
市
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
を
し
て
い
く
。

小
児
科
専
門
医
の
誘
致

産
後
ケ
ア
申
請
の
簡
素
化

議
員
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昨
年
２
月
、
防
災
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
雲
仙
地
区
に
は
多
い

時
、
宿
泊
者
と
住
民
で
２
５
９
７
人

い
る
の
に
、
備
蓄
食
料
が
１
８
６

人
分
し
か
な
く
、
あ
ま
り
に
も
少

な
い
の
で
は
と
述
べ
た
が
、
こ
の

１
年
間
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
雲
仙
地
区

に
は
２
１
８
６
人
分
を
備
蓄
し
て

い
る
。

　
　
　
　
昨
年
の
能
登
半
島
の
和

倉
温
泉
の
災
害
か
ら
し
て
も
、
大

変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
大
規
模
災
害
に
な
れ
ば
、
近
隣

自
治
体
も
同
時
に
被
災
す
る
の

で
、
少
し
離
れ
た
他
県
の
自
治
体

と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県

霧
島
市
と
災
害
協
定
を
結
ん
だ
ら

と
提
案
し
た
が
、ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
議
員
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
霧
島
市
も
令
和
７
年
１
月
に

災
害
協
定
書
（
案
）
の
決
裁
を
完

了
し
た
と
の
こ
と
で
、
協
定
締
結

を
進
め
て
い
く
。

　　
　
　
　
２
０
１
６
年
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
、
死
者
・
行
方

不
明
者
２
７
７
人
の
う
ち
災
害
関

連
死
が
、
２
２
２
人
で
約
８
割
を

占
め
た
。
石
破
総
理
大
臣
も
、
所

信
表
明
で
熊
本
地
震
で
健
康
を
害

す
る
な
ど
し
て
、災
害
関
連
死
が
、

直
接
死
の
４
倍
に
及
ん
だ
こ
と
に

ふ
れ
、
災
害
関
連
死
ゼ
ロ
を
実
現

す
べ
く
避
難
所
の
在
り
方
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
避
難
所
で
は
、

ト
イ
レ
や
寝
床
な
ど
の
生
活
環
境

を
整
え
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

孤
立
し
な
い
配
慮
を
要
す
る
。

　
市
も
災
害
関
連
死
を
重
く
考

え
、
避
難
所
運
営
に
精
通
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
考
え
て
は
。

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

連
携
し
た
訓
練
に
取
り
組
む
。

防災対策の進捗状況
議
員

議
員

議
員

部
長

　
　
　
　
市
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
調
査
は
実
施
し
た
の
か
。
　

　
　
　
　
　
　
職
員
お
よ
び
会
計

年
度
任
用
職
員
７
０
３
名
中
２
２
９

名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
45
名
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
行
為
を

受
け
て
い
た
。
上
司
か
ら
部
下
へ

が
90
％
と
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

　
　
　
　
管
理
職
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
認
識
が
薄
く
は
な
い
か
。
他

県
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
自
殺

も
あ
っ
て
い
る
が
、
被
害
を
受
け

た
職
員
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
管
理
職
の
意
識
啓
発
研

修
を
通
じ
た
防
止
策
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
被
害
者
は
、眠
れ
な
い
、

通
院
や
服
薬
、
入
院
な
ど
の
影
響

も
出
て
い
る
の
で
、
人
権
侵
害
に

当
た
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
更
な
る
重
大
な
結
果

を
招
か
な
い
よ
う
に
強
く
指
導
し

て
、
早
期
の
問
題
解
決
を
願
う
。

　
　
　
　
自
治
会
の
加
入
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
７
７
０
４

世
帯
中
、
１
万
３
０
０
２
世
帯
で
、

73・
44
％
で
あ
る
。
５
年
前
か
ら

２
７
８
世
帯
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ

シ
は
、
市
内
一
律
で
は
な
く
、
各

自
治
会
で
行
事
は
異
な
る
の
で
、

各
自
治
会
単
位
の
加
入
促
進
チ
ラ

シ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
自
治
会
長
連
合
会
等
の

意
見
を
聞
き
内
容
を
協
議
す
る
。

　
　
　
　
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
発

生
に
よ
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
役
割
や
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
の
で
、
多
く
の
自
治
会
加

入
に
繋
が
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　
　
３
千
人
を
超
す
署
名
を

付
け
て
存
続
を
要
望
し
て
き
た
が
、

県
教
委
は
廃
止
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
切
実
な
要
望
を
あ
ま
り
に

も
軽
視
し
て
い
る
の
で
、
市
長
か

ら
知
事
に
直
接
存
続
要
望
し
て
は
。

　
　
　
　
既
に
要
望
し
て
い
る
の

で
、
新
た
な
要
望
は
し
な
い
が
、

動
向
を
注
視
す
る
。

ハラスメント調査結果
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議
員

議
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議
員
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は
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興
部
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成
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員
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
介
護
保
険
は
、
高
齢
者

に
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
制
度
で
、
２
０
０
０
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
状
況
は
ひ

ど
く
な
る
ば
か
り
だ
。
保
険
料
が

上
が
り
、
低
年
金
・
貧
困
の
高
齢

者
も
増
え
る
中
、
滞
納
も
増
え
高

齢
者
の
く
ら
し
を
脅
か
し
て
い

る
。
介
護
利
用
に
も
大
き
な
壁
が

あ
る
。第
１
が
要
介
護
認
定
の
壁
。

第
２
が
基
盤
不
足
の
壁
。
第
３
が

利
用
者
負
担
の
壁
。
第
４
が
保
険

料
負
担
の
壁
。
認
定
さ
れ
て
も
施

設
が
な
か
っ
た
り
、
利
用
料
を
負

担
で
き
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
は
受

け
ら
れ
ず
、
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
利
用
を
制
限
さ
れ
た
り
す
る
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
に
と
っ
て
間

違
い
だ
ら
け
の
制
度
で
は
な
い
の

か
。

　
次
に
訪
問
介
護
の
問
題
に
つ
い

て
だ
が
、
昨
年
訪
問
介
護
の
基
本

報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
急
激

な
物
価
高
騰
な
ど
経
営
が
苦
し
い

上
で
の
引
き
下
げ
で
、
全
国
で
訪

問
介
護
事
業
所
の
倒
産
が
加
速
し
、

昨
年
12
月
末
現
在
で
事
業
所
ゼ
ロ

の
自
治
体
が
１
０
７
町
村
、
残
り

一
つ
の
自
治
体
が
２
７
２
市
町
村

と
な
っ
た
。
本
市
で
は
経
営
が
苦

し
く
倒
産
す
る
心
配
の
あ
る
事
業

所
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
に
お
い

て
は
、
滞
納
が
あ
っ
て
も
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

本
市
も
高
齢
化
率
が
年
々
上
昇
し

て
お
り
、
要
介
護
者
の
増
加
も
予

想
さ
れ
る
。
介
護
予
防
事
業
を
強

化
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
　
　
　
事
業
所
の
維
持
と
職
員

の
人
手
不
足
克
服
に
は
、
国
庫
負

担
割
合
の
大
幅
増
以
外
に
解
決
策

は
な
い
。
本
市
も
地
方
の
声
を
連

携
し
て
、
国
に
届
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
働
き
か
け
を
強
く
求
め
る
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介護保険の問題と課題
議
員

議
員

子育て支援の充実
　
　
　
　
小
児
科
専
門
医
の
設
置

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
合
併
以
前

か
ら
要
望
が
あ
り
、
大
学
病
院
を

通
じ
て
医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、開
設
に
至
っ
て
い
な
い
。

現
在
、
長
崎
大
学
病
院
か
ら
島
原

病
院
に
２
名
の
小
児
科
医
を
派
遣

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
県
央

地
区
で
は
諫
早
総
合
病
院
内
に
、

こ
ど
も
準
夜
診
療
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
、
午
後
８
時
か
ら
11
時
ま

で
小
児
の
初
期
診
療
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
　
産
後
ケ
ア
を
受
け
る
際

の
申
請
を
簡
素
化
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
産
後
ケ
ア
事

業
は
、
平
成
27
年
度
に
県
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。
平
成

29
年
度
よ
り
国
の
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
市
町
村
の
区

域
を
超
え
た
広
域
的
調
整
を
県
が

担
う
た
め
、
県
に
お
い
て
県
内
全

域
で
産
後
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
予
約
ア
プ
リ
の
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
県
や
他
市
町
と
連
携
し
、
利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
手
続
き
の

見
直
し
と
研
究
を
行
う
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
に
必
要
な

の
が
、
祖
父
母
の
手
助
け
で
あ
る
。

定
年
延
長
で
就
業
年
齢
も
伸
び
て
お

り
、
ま
ず
は
行
政
か
ら
「
孫
育
て

休
暇
」
の
導
入
を
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
他
市
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
を
し
て
い
く
。

小
児
科
専
門
医
の
誘
致

産
後
ケ
ア
申
請
の
簡
素
化

議
員
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昨
年
２
月
、
防
災
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
雲
仙
地
区
に
は
多
い

時
、
宿
泊
者
と
住
民
で
２
５
９
７
人

い
る
の
に
、
備
蓄
食
料
が
１
８
６

人
分
し
か
な
く
、
あ
ま
り
に
も
少

な
い
の
で
は
と
述
べ
た
が
、
こ
の

１
年
間
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
雲
仙
地
区

に
は
２
１
８
６
人
分
を
備
蓄
し
て

い
る
。

　
　
　
　
昨
年
の
能
登
半
島
の
和

倉
温
泉
の
災
害
か
ら
し
て
も
、
大

変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
大
規
模
災
害
に
な
れ
ば
、
近
隣

自
治
体
も
同
時
に
被
災
す
る
の

で
、
少
し
離
れ
た
他
県
の
自
治
体

と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県

霧
島
市
と
災
害
協
定
を
結
ん
だ
ら

と
提
案
し
た
が
、ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
議
員
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
霧
島
市
も
令
和
７
年
１
月
に

災
害
協
定
書
（
案
）
の
決
裁
を
完

了
し
た
と
の
こ
と
で
、
協
定
締
結

を
進
め
て
い
く
。

　　
　
　
　
２
０
１
６
年
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
は
、
死
者
・
行
方

不
明
者
２
７
７
人
の
う
ち
災
害
関

連
死
が
、
２
２
２
人
で
約
８
割
を

占
め
た
。
石
破
総
理
大
臣
も
、
所

信
表
明
で
熊
本
地
震
で
健
康
を
害

す
る
な
ど
し
て
、災
害
関
連
死
が
、

直
接
死
の
４
倍
に
及
ん
だ
こ
と
に

ふ
れ
、
災
害
関
連
死
ゼ
ロ
を
実
現

す
べ
く
避
難
所
の
在
り
方
を
見
直

す
と
し
て
い
る
。
避
難
所
で
は
、

ト
イ
レ
や
寝
床
な
ど
の
生
活
環
境

を
整
え
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

孤
立
し
な
い
配
慮
を
要
す
る
。

　
市
も
災
害
関
連
死
を
重
く
考

え
、
避
難
所
運
営
に
精
通
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
考
え
て
は
。

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

連
携
し
た
訓
練
に
取
り
組
む
。

防災対策の進捗状況
議
員

議
員

議
員

部
長

　
　
　
　
市
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
調
査
は
実
施
し
た
の
か
。
　

　
　
　
　
　
　
職
員
お
よ
び
会
計

年
度
任
用
職
員
７
０
３
名
中
２
２
９

名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
45
名
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
行
為
を

受
け
て
い
た
。
上
司
か
ら
部
下
へ

が
90
％
と
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

　
　
　
　
管
理
職
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
認
識
が
薄
く
は
な
い
か
。
他

県
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
自
殺

も
あ
っ
て
い
る
が
、
被
害
を
受
け

た
職
員
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
管
理
職
の
意
識
啓
発
研

修
を
通
じ
た
防
止
策
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
被
害
者
は
、眠
れ
な
い
、

通
院
や
服
薬
、
入
院
な
ど
の
影
響

も
出
て
い
る
の
で
、
人
権
侵
害
に

当
た
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
更
な
る
重
大
な
結
果

を
招
か
な
い
よ
う
に
強
く
指
導
し

て
、
早
期
の
問
題
解
決
を
願
う
。

　
　
　
　
自
治
会
の
加
入
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
７
７
０
４

世
帯
中
、
１
万
３
０
０
２
世
帯
で
、

73・
44
％
で
あ
る
。
５
年
前
か
ら

２
７
８
世
帯
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
自
治
会
加
入
促
進
チ
ラ

シ
は
、
市
内
一
律
で
は
な
く
、
各

自
治
会
で
行
事
は
異
な
る
の
で
、

各
自
治
会
単
位
の
加
入
促
進
チ
ラ

シ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
自
治
会
長
連
合
会
等
の

意
見
を
聞
き
内
容
を
協
議
す
る
。

　
　
　
　
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
発

生
に
よ
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
役
割
や
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
の
で
、
多
く
の
自
治
会
加

入
に
繋
が
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　
　
３
千
人
を
超
す
署
名
を

付
け
て
存
続
を
要
望
し
て
き
た
が
、

県
教
委
は
廃
止
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
切
実
な
要
望
を
あ
ま
り
に

も
軽
視
し
て
い
る
の
で
、
市
長
か

ら
知
事
に
直
接
存
続
要
望
し
て
は
。

　
　
　
　
既
に
要
望
し
て
い
る
の

で
、
新
た
な
要
望
は
し
な
い
が
、

動
向
を
注
視
す
る
。

ハラスメント調査結果
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
人
口
減
少
が
本
市
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
解
決
の

た
め
の
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇

用
創
出
の
対
策
は
。

　
　
　
　
人
口
減
少
や
若
者
の
転

出
な
ど
に
よ
る
人
手
不
足
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
や
観
光
業
を
は
じ
め
、

製
造
業
、
商
業
な
ど
の
市
内
産
業

の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

企
業
誘
致
や
起
業
支
援
に
よ
り
若

者
に
魅
力
的
な
雇
用
の
場
の
創
出

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
校
等

の
新
卒
者
や
U　

タ
ー
ン
者
な
ど

の
市
内
事
業
所
へ
の
就
職
促
進
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

昨
今
、
外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
事

業
所
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
外
国
人
雇
用
支
援
金
の
支

給
と
外
国
人
の
就
労
・
居
住
環
境

な
ど
の
整
備
に
対
す
る
支
援
に
取

　
　
　
　
未
来
創
生
課
を
新
た
に

設
置
さ
れ
る
理
由
は

　
　
　
　
年
々
財
政
が
厳
し
く
な

る
中
、
雲
仙
市
が
未
来
に
向
け
て

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
未
来
創
生
課
を
新
設
す
る
。

　
　
　
　
移
住
促
進
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
拡
充
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
以
外
も
対
象
。
ま
た
、
３

親
等
以
内
の
親
族
が
所
有
す
る
物
件

も
対
象
と
し
、
空
き
家
活
用
を
促

進
し
た
い
。

　
　
　
　
一
般
国
道
富
津
防
災
に

つ
い
て
、
用
地
協
議
の
中
で
不
安

を
抱
か
れ
る
地
権
者
に
対
し
、
市

と
し
て
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、今
、

市
と
し
て
考
え
ら
れ
る
対
応
は

　
　
　
　
　
　
用
地
が
公
共
の
施

設
等
で
利
用
が
で
き
る
場
合
、
残

地
の
取
得
な
ど
が
検
討
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
残
地
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
市
道
、
里
道
に
隣
接
し
て
い

る
な
ら
ば
、
市
が
道
路
と
し
て
買

い
上
げ
て
い
く
な
ど
積
極
的
に
や

っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
小
浜
地
域
に
お
け
る
総

合
支
所
を
含
む
公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
小
浜
総
合
支
所
に

つ
い
て
は
支
所
機
能
と
図
書
室
機

能
を
有
す
る
施
設
を
基
本
に
、
バ

ス
待
合
機
能
を
含
め
、
候
補
地
や

整
備
内
容
、
整
備
手
法
を
検
討
し

て
き
た
が
、
国
道
57
号
富
津
防
災

の
建
設
残
土
処
理
に
伴
う
小
浜
港

の
埋
め
立
て
協
議
が
始
ま
り
、
建

設
候
補
地
の
選
択
肢
と
な
り
得
る

可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
今

後
研
究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
い
つ
頃
完
成
予
定
な
の

か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
お
示
し
で

き
な
い
。

市民に寄り添って
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

愛野排水路整備計画
　
　
　
　

　　
　
　
　
愛
野
地
区
に
お
い
て
は
、

新
興
住
宅
の
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
集
中
豪
雨
に
な
る
と
、
色
ん

な
箇
所
で
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
、
集
落
が
孤
立
す
る
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
排
水

路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
が
市
の
見
解
を
。

　
　
　
　
愛
野
地
区
に
お
い
て
は
、

宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
や
主
要
な
排
水
路

等
の
流
下
能
力
、
排
水
路
の
機
能

不
全
箇
所
お
よ
び
冠
水
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
を
基
に
、
治
水
対
策
に
か
か
る

整
備
方
針
を
策
定
す
る
。
今
後
さ

ら
に
詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
令
和
７
年
度
当
初
予
算

へ
治
水
対
策
に
か
か
る
費
用
を
計

上
、
ま
た
緊
急
的
な
対
応
が
必
要

な
箇
所
は
優
先
的
に
進
め
る
。

　
　
　
　
こ
の
地
域
は
従
来
か
ら

未
整
備
地
区
で
、
豪
雨
が
あ
る
た

び
に
流
木
や
土
石
流
が
流
れ
、
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
の
要
望
書
も
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
改
修
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
未
整
備
区
間
や
工

事
に
か
か
る
進
入
路
の
現
地
測
量

を
行
い
、
そ
の
後
詳
細
設
計
お
よ

び
用
地
確
保
を
進
め
、
地
元
と
協

議
調
整
の
上
、
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　
　
幅
員
が
狭
く
排
水
路
も

な
い
。
一
本
松
道
路
の
未
解
決
分

と
合
わ
せ
て
改
修
を
。

　
　
　
　
　
　
当
該
地
区
周
辺
は
、

住
宅
建
設
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

一
本
松
線
も
合
わ
せ
て
、
整
備
方

針
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
今
後
の
関
・
首
塚
線
の

改
修
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
用
地
取
得
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
中
止
を
考

え
て
い
る
。

排
水
路
の
整
備
計
画

議
員

建
設
部
長

財
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長
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り
組
み
、
市
内
事
業
所
の
雇
用
に

か
か
る
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
に
約
２

千
事
業
者
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

約
65
％
が
従
業
員
５
人
以
下
の
小

規
模
事
業
者
と
推
計
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
の
事
業
継
続
、
事

業
承
継
、
従
業
員
の
採
用
・
育
成

な
ど
、
き
め
細
や
か
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
令
和
７
年
度
の
商

工
関
係
の
当
初
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
事
務
局
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。
若
者
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に

新
卒
者
等
就
職
支
援
事
業
に
取
り

組
む
。

　
令
和
６
年
度
の
企
業
誘
致
の
取

り
組
み
状
況
は
、
半
導
体
関
連
産

業
や
金
属
加
工
業
な
ど
の
製
造
業

を
中
心
に
幅
広
い
業
種
へ
の
誘
致

活
動
を
行
い
、
現
時
点
で
の
令
和

６
年
度
の
活
動
件
数
は
１
３
２
件

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
社
が
多
比

良
港
工
業
団
地
を
視
察
し
た
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市長の所信を問う
議
員

　
　
　
　
福
岡
ド
ー
ム
は
、
み
ず

ほ
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
と
呼
び
名
が

変
わ
り
、
金
額
で
12
億
円
の
契
約

を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
浜

体
育
館
や
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

を
企
業
に
募
集
し
て
収
益
を
得

る
。
そ
の
収
益
で
維
持
管
理
費
を

賄
う
。
他
の
自
治
体
も
財
源
不
足

を
補
っ
て
お
り
、
検
討
す
る
価
値

は
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
市
の
施
設
に
愛
称

等
を
付
与
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
当
該

団
体
か
ら
対
価
を
得
て
施
設
の
持

続
可
能
な
運
営
に
資
す
る
方
法
が

あ
る
。
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
安
定
的
な
財
源
確
保
に
よ
り

持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
行
う
効

果
的
な
取
り
組
み
だ
。
導
入
に
向

け
て
関
係
課
と
協
議
を
進
め
る
。

　
　
　
　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は

注
射
が
嫌
い
だ
。
フ
ル
ミ
ス
ト
ワ

ク
チ
ン
と
は
、
注
射
の
接
種
で
は

な
く
、
霧
状
の
薬
を
鼻
に
吹
き
込

む
ワ
ク
チ
ン
だ
。
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
小

学
生
で
２
回
の
接
種
が
必
要
と
聞

い
て
い
る
。
フ
ル
ミ
ス
ト
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
児
童
に
は
フ

ル
ミ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の
接
種
補

助
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ミ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
皮
下
注
射
と
比
べ

痛
み
が
な
く
、
１
回
の
接
種
で
済

む
点
に
お
い
て
子
ど
も
や
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
る
。
業
務
を
委
託
し
て
い
る

医
療
機
関
等
と
協
議
し
て
い
く
。

施設命名権で予算確保

議
員

議
員

議
員

議
員

フ
ル
ミ
ス
ト
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

市
長

議
員

一
般
質
問
動
画

財
務
部
長

議
員

市
長

田
端
地
区
排
水
路
改
修

市
道
迫
原
線
の
道
路
改
修

関
・
首
塚
線
の
改
修

施
政
方
針

小
浜
地
域
の
町
づ
く
り

市
長

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

一
般
質
問
動
画

平野  利和 議員
（会派：創新・公明）

ひら   の　     とし かず

松尾  文昭 議員
まつ   お　    ふみ あき

一
般
質
問
動
画

深堀  善彰 議員
（会派：新たな風）

ふか ほり　　よしあき

一
般
質
問
動
画

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

はやしだ　  　てつ  ゆき

地
域
振
興
部
長
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一 般 質 問 市政のここが聞きたい

　
　
　
　
人
口
減
少
が
本
市
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
解
決
の

た
め
の
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇

用
創
出
の
対
策
は
。

　
　
　
　
人
口
減
少
や
若
者
の
転

出
な
ど
に
よ
る
人
手
不
足
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
や
観
光
業
を
は
じ
め
、

製
造
業
、
商
業
な
ど
の
市
内
産
業

の
維
持
・
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

企
業
誘
致
や
起
業
支
援
に
よ
り
若

者
に
魅
力
的
な
雇
用
の
場
の
創
出

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
校
等

の
新
卒
者
や
U　

タ
ー
ン
者
な
ど

の
市
内
事
業
所
へ
の
就
職
促
進
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

昨
今
、
外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
事

業
所
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
外
国
人
雇
用
支
援
金
の
支

給
と
外
国
人
の
就
労
・
居
住
環
境

な
ど
の
整
備
に
対
す
る
支
援
に
取

　
　
　
　
未
来
創
生
課
を
新
た
に

設
置
さ
れ
る
理
由
は

　
　
　
　
年
々
財
政
が
厳
し
く
な

る
中
、
雲
仙
市
が
未
来
に
向
け
て

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
未
来
創
生
課
を
新
設
す
る
。

　
　
　
　
移
住
促
進
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
拡
充
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
以
外
も
対
象
。
ま
た
、
３

親
等
以
内
の
親
族
が
所
有
す
る
物
件

も
対
象
と
し
、
空
き
家
活
用
を
促

進
し
た
い
。

　
　
　
　
一
般
国
道
富
津
防
災
に

つ
い
て
、
用
地
協
議
の
中
で
不
安

を
抱
か
れ
る
地
権
者
に
対
し
、
市

と
し
て
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、今
、

市
と
し
て
考
え
ら
れ
る
対
応
は

　
　
　
　
　
　
用
地
が
公
共
の
施

設
等
で
利
用
が
で
き
る
場
合
、
残

地
の
取
得
な
ど
が
検
討
で
き
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
残
地
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
市
道
、
里
道
に
隣
接
し
て
い

る
な
ら
ば
、
市
が
道
路
と
し
て
買

い
上
げ
て
い
く
な
ど
積
極
的
に
や

っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
小
浜
地
域
に
お
け
る
総

合
支
所
を
含
む
公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
小
浜
総
合
支
所
に

つ
い
て
は
支
所
機
能
と
図
書
室
機

能
を
有
す
る
施
設
を
基
本
に
、
バ

ス
待
合
機
能
を
含
め
、
候
補
地
や

整
備
内
容
、
整
備
手
法
を
検
討
し

て
き
た
が
、
国
道
57
号
富
津
防
災

の
建
設
残
土
処
理
に
伴
う
小
浜
港

の
埋
め
立
て
協
議
が
始
ま
り
、
建

設
候
補
地
の
選
択
肢
と
な
り
得
る

可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
今

後
研
究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
い
つ
頃
完
成
予
定
な
の

か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
お
示
し
で

き
な
い
。

市民に寄り添って
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

愛野排水路整備計画
　
　
　
　

　　
　
　
　
愛
野
地
区
に
お
い
て
は
、

新
興
住
宅
の
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
集
中
豪
雨
に
な
る
と
、
色
ん

な
箇
所
で
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
、
集
落
が
孤
立
す
る
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
排
水

路
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
が
市
の
見
解
を
。

　
　
　
　
愛
野
地
区
に
お
い
て
は
、

宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
河
川
や
主
要
な
排
水
路

等
の
流
下
能
力
、
排
水
路
の
機
能

不
全
箇
所
お
よ
び
冠
水
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
を
基
に
、
治
水
対
策
に
か
か
る

整
備
方
針
を
策
定
す
る
。
今
後
さ

ら
に
詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
令
和
７
年
度
当
初
予
算

へ
治
水
対
策
に
か
か
る
費
用
を
計

上
、
ま
た
緊
急
的
な
対
応
が
必
要

な
箇
所
は
優
先
的
に
進
め
る
。

　
　
　
　
こ
の
地
域
は
従
来
か
ら

未
整
備
地
区
で
、
豪
雨
が
あ
る
た

び
に
流
木
や
土
石
流
が
流
れ
、
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
の
要
望
書
も
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
改
修
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
未
整
備
区
間
や
工

事
に
か
か
る
進
入
路
の
現
地
測
量

を
行
い
、
そ
の
後
詳
細
設
計
お
よ

び
用
地
確
保
を
進
め
、
地
元
と
協

議
調
整
の
上
、
整
備
を
進
め
る
。

　
　
　
　
幅
員
が
狭
く
排
水
路
も

な
い
。
一
本
松
道
路
の
未
解
決
分

と
合
わ
せ
て
改
修
を
。

　
　
　
　
　
　
当
該
地
区
周
辺
は
、

住
宅
建
設
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

一
本
松
線
も
合
わ
せ
て
、
整
備
方

針
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
今
後
の
関
・
首
塚
線
の

改
修
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
用
地
取
得
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
中
止
を
考

え
て
い
る
。

排
水
路
の
整
備
計
画

議
員

建
設
部
長

財
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

り
組
み
、
市
内
事
業
所
の
雇
用
に

か
か
る
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
に
約
２

千
事
業
者
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

約
65
％
が
従
業
員
５
人
以
下
の
小

規
模
事
業
者
と
推
計
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
の
事
業
継
続
、
事

業
承
継
、
従
業
員
の
採
用
・
育
成

な
ど
、
き
め
細
や
か
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
令
和
７
年
度
の
商

工
関
係
の
当
初
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
事
務
局
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。
若
者
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に

新
卒
者
等
就
職
支
援
事
業
に
取
り

組
む
。

　
令
和
６
年
度
の
企
業
誘
致
の
取

り
組
み
状
況
は
、
半
導
体
関
連
産

業
や
金
属
加
工
業
な
ど
の
製
造
業

を
中
心
に
幅
広
い
業
種
へ
の
誘
致

活
動
を
行
い
、
現
時
点
で
の
令
和

６
年
度
の
活
動
件
数
は
１
３
２
件

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
社
が
多
比

良
港
工
業
団
地
を
視
察
し
た
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市長の所信を問う
議
員

　
　
　
　
福
岡
ド
ー
ム
は
、
み
ず

ほ
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
と
呼
び
名
が

変
わ
り
、
金
額
で
12
億
円
の
契
約

を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
浜

体
育
館
や
愛
の
夢
未
来
セ
ン
タ
ー

を
企
業
に
募
集
し
て
収
益
を
得

る
。
そ
の
収
益
で
維
持
管
理
費
を

賄
う
。
他
の
自
治
体
も
財
源
不
足

を
補
っ
て
お
り
、
検
討
す
る
価
値

は
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
市
の
施
設
に
愛
称

等
を
付
与
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
当
該

団
体
か
ら
対
価
を
得
て
施
設
の
持

続
可
能
な
運
営
に
資
す
る
方
法
が

あ
る
。
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
安
定
的
な
財
源
確
保
に
よ
り

持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
行
う
効

果
的
な
取
り
組
み
だ
。
導
入
に
向

け
て
関
係
課
と
協
議
を
進
め
る
。

　
　
　
　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は

注
射
が
嫌
い
だ
。
フ
ル
ミ
ス
ト
ワ

ク
チ
ン
と
は
、
注
射
の
接
種
で
は

な
く
、
霧
状
の
薬
を
鼻
に
吹
き
込

む
ワ
ク
チ
ン
だ
。
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
小

学
生
で
２
回
の
接
種
が
必
要
と
聞

い
て
い
る
。
フ
ル
ミ
ス
ト
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
児
童
に
は
フ

ル
ミ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の
接
種
補

助
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ミ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
皮
下
注
射
と
比
べ

痛
み
が
な
く
、
１
回
の
接
種
で
済

む
点
に
お
い
て
子
ど
も
や
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
る
。
業
務
を
委
託
し
て
い
る

医
療
機
関
等
と
協
議
し
て
い
く
。

施設命名権で予算確保

議
員

議
員

議
員

議
員

フ
ル
ミ
ス
ト
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

市
長

議
員

一
般
質
問
動
画

財
務
部
長

議
員

市
長

田
端
地
区
排
水
路
改
修

市
道
迫
原
線
の
道
路
改
修

関
・
首
塚
線
の
改
修

施
政
方
針

小
浜
地
域
の
町
づ
く
り

市
長

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

一
般
質
問
動
画

平野  利和 議員
（会派：創新・公明）

ひら   の　     とし かず

松尾  文昭 議員
まつ   お　    ふみ あき

一
般
質
問
動
画

深堀  善彰 議員
（会派：新たな風）

ふか ほり　　よしあき

一
般
質
問
動
画

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

はやしだ　  　てつ  ゆき

地
域
振
興
部
長
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小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
完
全
無
償
化
の
市
長
決
断
に

敬
意
を
表
す
る
。

　
そ
の
学
校
給
食
食
材
の
地
産
地

消
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
国
産
食
材
は
野
菜

や
肉
な
ど
全
体
の
約
95
％
。
輸
入

食
材
は
、
果
物
や
外
国
産
の
大
豆

が
原
材
料
の
豆
腐
な
ど
が
約
５
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
輸
入
小
麦
は
除
草
剤
の

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
成
分
に
発
が
ん
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
割
高

に
な
る
が
国
内
産
の
食
材
と
有
機

農
業
者
の
農
産
物
を
利
用
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
雲
仙

こ
ぶ
高
菜
の
１
品
目
だ
が
、
令
和

10
年
度
ま
で
に
７
品
目
の
食
材
を

計
画
し
て
い
る
。
主
食
の
米
も
提

供
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
　
　
学
校
給
食
に
使
用
し
て

い
る
水
の
P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
）
の
数
値
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
７

月
、
市
内
48
カ
所
で
水
質
検
査
を

行
い
目
標
値
50
　
／
Ｌ
に
対
し
17

　
／
Ｌ
と
16
　
／
Ｌ
、
他
の
46
カ

所
は
、５
　
／
Ｌ
以
下
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
基
準
以
下
で
安
心
で
は

あ
る
が
P
F
A
S
は
発
が
ん
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も

注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
福
祉
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し

て
い
る
が
、
観
光
物
産
課
、
建
築

課
、
農
林
課
、
瑞
穂
総
合
支
所
の

地
域
課
長
等
、
加
え
て
全
庁
的
な

視
点
か
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
、

観
光
、
農
林
、
建
設
部
等
全
庁
的

に
広
げ
、
協
議
を
進
め
た
い
。

給食は安全安心が基本
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

　
　
　
　
選
定
を
受
け
、
最
大
限

の
資
源
を
生
か
す
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
創
出
で
、
選
ば
れ
る
観
光

地
に
向
け
た
取
り
組
み
と
は
。

　
　
　
　
雲
仙
観
光
局
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
火
山
活
動

で
育
っ
た
食
材
を
大
自
然
の
中
で

堪
能
で
き
る
天
幕
レ
ス
ト
ラ
ン
や

夜
の
雲
仙
温
泉
街
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
温
泉
神
社
を
舞
台
に
四
面
宮

の
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
披
露

す
る
演
劇
を
実
施
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
雲
仙
観
光
局
が
実
施

す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
主
軸
を

置
い
た
観
光
商
品
の
造
成
に
つ
い

て
連
携
協
力
、支
援
を
し
て
い
く
。

　　
　
　
　
水
道
水
は
水
質
基
準
が

あ
り
、
定
期
的
に
検
査
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
２

年
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ

り
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称

の
P
F
A
S
の
水
質
管
理
目
標
が

設
定
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
暫
定
目

標
値
は
。
ま
た
、ど
ん
な
物
質
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
P
F
A
S
は
、

工
業
製
品
な
ど
様
々
な
製
品
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
輸
入
や

製
造
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
50
　

／
Ｌ
が
暫
定
目
標
値
で
あ
る
。

　
水
道
法
の
水
質
基
準
項
目
に
は

該
当
し
な
い
が
、
水
質
管
理
上
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
、
管
理
目
標

設
定
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選ばれる観光地づくり

議
員

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

議
員

市
長

農
林
水
産
部
長

環
境
水
道
部
長

次
世
代
を
担
う
小
・
中
学
生

の
す
こ
や
か
な
成
長
を

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の

活
性
化

施
政
方
針

観
光
庁
が
雲
仙
を
モ
デ
ル

観
光
地
と
し
て
選
定

環
境
水
道
部
長

教
育
次
長

総
務
部
長

議会のうごき

開かれた議会を目指して
　雲仙市議会では、開かれた議会を目指し多くの市民
の方に議会を傍聴して頂きたいと思っております。
　最近では、「婦人会」「民生委員児童委員協議会」、
市内各種団体の皆さまに議場へお越しただいておりま
す。
　本会議の傍聴はどなたでもできます。
　皆さまも一度、議場での傍聴を経験されてみてはい
かがでしょうか。　

※事前の連絡は必要ありませんが、団体での傍聴を希
望される場合には、議会事務局まであらかじめご連
絡いただけると助かります。

車いすで膨張できるスペースもあります!車いすで傍聴できるスペースもあります!

一
般
質
問
動
画

一
般
質
問
動
画

矢﨑  勝己 議員
   や   ざき　　かつ　み

小田  孝明 議員
   お     だ　　 こう めい

ng

ng

ng

ng
ng

……………………………………………………………
雲仙市立岩戸小学校閉校記念式
令和７年２月16日（日）

　雲仙市立岩戸小学校の閉校記念式典が開催されま
した。
　岩戸小学校は、明治15年に中等西郷小学校初等木場
分校として創立されましたが、近年の児童数の減少に
より143年の歴史を閉じ、４月から西郷小学校と統合さ
れています。
　これまでの伝統を大切にし、児童が心豊かに成長
されることを祈念します。

……………………………………………………………
大亀矢代トンネル貫通式
令和７年３月16日（日）

　主要地方道小浜北有馬線道路改良工事（仮称）大
亀矢代トンネル貫通式が開催されました。
　本路線は、雲仙市小浜町と南島原市北有馬町を結
ぶ重要な路線であり、今回の工事により地域間の所
要時間短縮と通行車両の走行性及び安全性の向上が
図られます。
　今後の工事の安全と早期完成を祈念します。



1819 雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）

市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
完
全
無
償
化
の
市
長
決
断
に

敬
意
を
表
す
る
。

　
そ
の
学
校
給
食
食
材
の
地
産
地

消
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
国
産
食
材
は
野
菜

や
肉
な
ど
全
体
の
約
95
％
。
輸
入

食
材
は
、
果
物
や
外
国
産
の
大
豆

が
原
材
料
の
豆
腐
な
ど
が
約
５
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
輸
入
小
麦
は
除
草
剤
の

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
成
分
に
発
が
ん
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
割
高

に
な
る
が
国
内
産
の
食
材
と
有
機

農
業
者
の
農
産
物
を
利
用
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
雲
仙

こ
ぶ
高
菜
の
１
品
目
だ
が
、
令
和

10
年
度
ま
で
に
７
品
目
の
食
材
を

計
画
し
て
い
る
。
主
食
の
米
も
提

供
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
　
　
学
校
給
食
に
使
用
し
て

い
る
水
の
P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
）
の
数
値
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
７

月
、
市
内
48
カ
所
で
水
質
検
査
を

行
い
目
標
値
50
　
／
Ｌ
に
対
し
17

　
／
Ｌ
と
16
　
／
Ｌ
、
他
の
46
カ

所
は
、５
　
／
Ｌ
以
下
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
基
準
以
下
で
安
心
で
は

あ
る
が
P
F
A
S
は
発
が
ん
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も

注
意
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
福
祉
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し

て
い
る
が
、
観
光
物
産
課
、
建
築

課
、
農
林
課
、
瑞
穂
総
合
支
所
の

地
域
課
長
等
、
加
え
て
全
庁
的
な

視
点
か
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
、

観
光
、
農
林
、
建
設
部
等
全
庁
的

に
広
げ
、
協
議
を
進
め
た
い
。

給食は安全安心が基本
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

　
　
　
　
選
定
を
受
け
、
最
大
限

の
資
源
を
生
か
す
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
創
出
で
、
選
ば
れ
る
観
光

地
に
向
け
た
取
り
組
み
と
は
。

　
　
　
　
雲
仙
観
光
局
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
火
山
活
動

で
育
っ
た
食
材
を
大
自
然
の
中
で

堪
能
で
き
る
天
幕
レ
ス
ト
ラ
ン
や

夜
の
雲
仙
温
泉
街
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
温
泉
神
社
を
舞
台
に
四
面
宮

の
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
披
露

す
る
演
劇
を
実
施
し
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
雲
仙
観
光
局
が
実
施

す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
主
軸
を

置
い
た
観
光
商
品
の
造
成
に
つ
い

て
連
携
協
力
、支
援
を
し
て
い
く
。

　　
　
　
　
水
道
水
は
水
質
基
準
が

あ
り
、
定
期
的
に
検
査
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
２

年
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ

り
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称

の
P
F
A
S
の
水
質
管
理
目
標
が

設
定
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
暫
定
目

標
値
は
。
ま
た
、ど
ん
な
物
質
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
P
F
A
S
は
、

工
業
製
品
な
ど
様
々
な
製
品
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
輸
入
や

製
造
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
50
　

／
Ｌ
が
暫
定
目
標
値
で
あ
る
。

　
水
道
法
の
水
質
基
準
項
目
に
は

該
当
し
な
い
が
、
水
質
管
理
上
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
、
管
理
目
標

設
定
項
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

※

他
の
質
問
は
上
部
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選ばれる観光地づくり

議
員

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

議
員

市
長

農
林
水
産
部
長

環
境
水
道
部
長

次
世
代
を
担
う
小
・
中
学
生

の
す
こ
や
か
な
成
長
を

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の

活
性
化

施
政
方
針

観
光
庁
が
雲
仙
を
モ
デ
ル

観
光
地
と
し
て
選
定

環
境
水
道
部
長

教
育
次
長

総
務
部
長

議会のうごき

開かれた議会を目指して
　雲仙市議会では、開かれた議会を目指し多くの市民
の方に議会を傍聴して頂きたいと思っております。
　最近では、「婦人会」「民生委員児童委員協議会」、
市内各種団体の皆さまに議場へお越しただいておりま
す。
　本会議の傍聴はどなたでもできます。
　皆さまも一度、議場での傍聴を経験されてみてはい
かがでしょうか。　

※事前の連絡は必要ありませんが、団体での傍聴を希
望される場合には、議会事務局まであらかじめご連
絡いただけると助かります。

車いすで膨張できるスペースもあります!車いすで傍聴できるスペースもあります!

一
般
質
問
動
画

一
般
質
問
動
画

矢﨑  勝己 議員
   や   ざき　　かつ　み

小田  孝明 議員
   お     だ　　 こう めい

ng

ng

ng

ng
ng

……………………………………………………………
雲仙市立岩戸小学校閉校記念式
令和７年２月16日（日）

　雲仙市立岩戸小学校の閉校記念式典が開催されま
した。
　岩戸小学校は、明治15年に中等西郷小学校初等木場
分校として創立されましたが、近年の児童数の減少に
より143年の歴史を閉じ、４月から西郷小学校と統合さ
れています。
　これまでの伝統を大切にし、児童が心豊かに成長
されることを祈念します。

……………………………………………………………
大亀矢代トンネル貫通式
令和７年３月16日（日）

　主要地方道小浜北有馬線道路改良工事（仮称）大
亀矢代トンネル貫通式が開催されました。
　本路線は、雲仙市小浜町と南島原市北有馬町を結
ぶ重要な路線であり、今回の工事により地域間の所
要時間短縮と通行車両の走行性及び安全性の向上が
図られます。
　今後の工事の安全と早期完成を祈念します。
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雲仙市議会だより●87号（令和7年5月）
雲仙ふるさと景観百選受賞作品【田代原の休日／撮影場所：千々石町】

P2 令和７年度事業 ピックアップ
P9 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」
P19 議会のうごき

主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？
令和７年第２回雲仙市議会定例会の

会期日程（案）は
5月29日（木）～6月27日（金）です

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることも
　あります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運び
　ください。

編　集　後　記

委 員 長　大山 真一　　
副委員長　矢﨑 勝己
委　　員　上田 　篤、平野 利和
　　　　　坂本 弘樹、藤本 淳次郎

議会広報編集特別委員会

　去る１月中旬に、議会広報紙のコ
ンクール入選の先進地研修（詳細は
本紙内に掲載）を行いました。
　広報紙づくりの素人集団であるた
め、他の議会広報の手法を学び第三
者の視点での考え方を再確認したと
ころです。
　また、日本広報協会では本市の議
会だよりについてのクリニック診断
を行っていただき、自分たちでは気
付かない点を多く指摘され、大変参
考になるアドバイスをいただいたの
で、今後の紙面づくりに生かして多
くの市民に読んでもらえる広報紙に
していきたいと思います。

（大山 真一）

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

■一般質問
　　　6月9日（月）～12日（木）
■議案質疑
　　　6月16日（月）
■委員会
　　文教厚生常任委員会
　　　6月17日（火）
　　産業建設常任委員会
　　　6月17日（火）・18日（水）
　　総務常任委員会
　　　6月18日（水）

視察日 市議会名 委員会（会派） 視察内容

令和6年  4月17日 北海道
札幌市議会 公明党議員会（会派） 小浜温泉バイナリー発電所

令和6年  5月16日 栃木県
大田原市議会 建設産業常任委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

令和6年  8月  1日 岐阜県
高山市議会 新政たかやま（会派） 光り輝く雲仙力アップ事業

アドベンチャーツーリズム

令和6年11月  8日 鹿児島県
霧島市議会 観光振興議員連盟 観光振興や誘客の取り組み

令和6年10月24日 兵庫県
南あわじ市議会 創世クラブ・ゆずるはクラブ（会派）光り輝く雲仙力アップ事業（水産）

令和6年11月  ２日 茨城県
小美玉市議会 議会運営委員会 光り輝く雲仙力アップ事業

令和6年12月19日 東京都
府中市議会 公明府中（会派） チョイソコうんぜん（デマンドタクシー）

令和7年  1月29日 長崎県
南島原市議会 議会運営委員会 議員定数・報酬改定

令和7年  2月  4日 新潟県
南魚沼市議会 歩む会（会派） 定住政策・婚活支援

令和7年  3月27日 愛知県
豊田市議会 豊田市議会市民フォーラム（会派）光り輝く雲仙力アップ事業

来
訪
来
訪 行政視察受入一覧（令和６年４月～令和７年３月）


